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 福間中学校生徒による「スマホ」教室を開催  

－中学生が懇切丁寧に教えてくれる楽しい教室です－ 

 

１．日時：8月 6日（火） 10：30～11：30 

２．場所：南しょっとセンター 

３．募集人数：10名（先着順） 

４．募集締め切り：7月 31日 

〈申込方法〉 福間南地域郷づくり事務局 

         ℡０９４０‐７２₋５１３８      

 申し込みの際は、中学生スマホ教室とお伝えください。 

 

 

第９回 スマートフォン入門講座開催のお知らせ 

 スマホを使って便利で豊かな生活（脳の活性化にもなる）を過ごすことができるように、無料のスマートフォン講座を

開催します。 

 これまで、８回の講座には約 130 名の方が参加され、スマホの基礎・LINE・アプリのインストール等について学んでき

ました。今回は、スマホを使ってみようかな？スマホを買ったが使い方がわかりにくいという方のための講座です。皆様

のご参加をお待ちしていまーす。 

〈対象者〉福間南地域にお住まいの方であれば、誰でも申し込みができます。 

〈日 時〉令和 6 年 9月 5 日（木） １０時〜１１時３０分 

   ◆講座内容   【入門編】  〇初めて触る!スマートフォン体験 

 スマートフォンとは？・マップ、カメラ撮影と写真・LINE、音声アシスト  など 

 〈講  師〉 ソフトバンクからお越しいただきます 

 〈申込方法〉 直接お電話してください。 

福間南地域郷づくり事務局 ℡０９４０－７２－５１３８ 

  申込の際は、第９回スマートフォン講座とお伝えください。 

〈申込時間〉 午前９時〜午後４時 （１２時〜１３時は除く） 

〈募集人員〉 定員１０〜２０名 先着順ですので早めの申し込みをお願いします。 

        ただし、１０名を満たない場合は中止になります。ご了承ください。 

主催 福間南地域郷づくり推進協議会 
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～皆で創ろう！｢ひと｣も｢地域(まち)｣も輝く郷～ 



 防犯・防災部会の事業の一つに見守り活動があります。 

部会員と地域のボランティアの方により、子ども達の登下校の安全確認を行っています。 

この為の自己研鑽も大切な活動の 1 つであり、今回は小学 1 年生の交通安全教室に参加し、宗像署の指導のも

と、一緒に交通ルールについて学びました。 

 教室終了後参加者は宗像署による講習会を受講しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 ８月行事予定 場所 時間 日 曜 ８月行事予定 場所 時間
1 木 子育てサロン「ポレポレ」 南しょっとC 10:30〜 27 火 役員会 南しょっとC 19:00〜
1 木 子育て青少年育成部会 南しょっとC 19:30〜
3 土 環境景観部会 南しょっとC 10:00〜
5 月 太極拳「ハッピー」 南しょっとC 10:00〜
8 木 防犯防災部会 南しょっとC 19:00〜
11 日 南しょっとGG月例会 休み予定 08:30〜
20 火 運営連絡会 南しょっとC 16:00〜
25 日 南しょっとGG月例会 休み予定 08:30〜
26 月 子育てサロン「にこにこ」 四角公民館 10:00〜

健康教室「輝」毎週金曜日(第
5週除く)8月はお休みです

南しょっとC 中止

今後の予定の変更については福津市

ホームページ内の郷づくり(福間南)

で確認お願いします。

寺子屋(小学校4・5・6年対象)
8月は19・20・21日

南しょっとC 09:00〜

 

交通安全教室＆講習会 

正常性バイアスが招く災害時のリスク part６ 

⒈ 普段からあらゆる状況を想定する（防災リテラシーを向上させる） 

★防災リテラシーとは、防災に関する正しい知識を持ち、災害発生時に適切な対応をとる力のことです。 

 正常性バイアスはいざという時の脳の負担を軽減するための機能ですので、日ごろから脳の負担になりそう

な状況を想定しておくのも有効です。 

 最も負担になるのは、自分自身の命が危ぶまれる状況や、大切にしている人や物に危険が及ぶ状況です。 

 いざという時の最適となる行動まで考えるのは少し難しいので、いざその状況が身に迫った時に自分はどう

なる？どんな気持ちになるか？真っ先に何をすると思うか？といった想像をして「行動指針」を作っておくこ

とが大切です。 

 不測の事態を完全に察知することはできませんので、具体的に何をするべきかは起こってから考える。その

代わりに、「こんなことも起こるかもしれない」と可能性のひとつをイメージしておくだけでも、いざという時

の脳の負担は軽減できるはずです。 

◆防災リテラシーを高めるためには、災害の種類や状況を日ごろから把握しておくことはもちろん、想定外の

事態を少しでも無くしておく必要があります。 

7 月１日の大雨警報の発令に当たり、有弥の里 1 区公民館・原町公民館には避難所の設置を行っていただ

きました。関係者の皆様には素早く対処いただき、本当に有難うございました。 


